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使⽤時の��事項

��にご使⽤いただくために
この����書は⼤切に保�してください。
この度は「ぶら下がり���」をお買い上げいただき�にありがとうございます。��に正しくお使いい
ただくために、ご使⽤前にこの����書を必ずお�みください。

�告

1. ����書をよくお�みいただき、内�を⼗�に理�された上でご使⽤ください。��品を�立てる�
 は����書に�って�立て、�書に��されている内�を�り、⾃⼰責任のもとでトレーニングを⾏
 ってください。�書��の項⽬および��事項を��されずにご使⽤されて⽣じた、いかなる事故につ
 きましても、弊�としては⼀切の責任を負いかねますのであらかじめご了�ください。
2. ��のため、�期的に��品の点�を⾏い、�耗や損傷がないかご��ください。
3. ��のため、����書の指⽰内�を�ってご使⽤ください。��品の�立て時および点�時に、�品
 に異常が⾒つかった場�は、�ちに使⽤を中�してください。 これら異常について�理、��されるま
 ではご使⽤をお�えください。
4. �品を破�される�には、各⾃�体の��に従って破�してください。

��のための��事項

1. ��品をご使⽤になる前に、�に�当する場�は、使⽤前に必ず�師にご相�ください。 
 ・�師の�療を受けている� ・��状�に異常を�じている� 
 ・��なご使⽤に��をきたす可�性のある� 
 ・�拍�、⾎圧、コレステロール�などに��する�薬を受けている�
2. �のような�状が�た場�は、�動を中⽌し、�師にご相�ください。
  ・�体の�み ・��の圧�� ・ 動� ・�切れ ・めまい ・吐き気 
3. ⼩さなお��やペットのいる場�でのトレーニングはお�けください。また、16歳未�の�は��品の
 使⽤をお�えください。��品は⼤�の�がご使⽤いただけるように��されています。これらが��
 されずに事故や怪我が発⽣した場�でも、弊�は⼀切の責品を負いかねます。
4. ��品の耐荷重は、�⼤150kgです。
5. ��品の使⽤は��な�を��としています。�療⽬的としてのご使⽤には�しません。

�立て時の��事項

1. �立てと��の�は⼗�な場�を�保し、�平な�の上に�くようにしてください。また、マットを�
 くなどして、�や��の��に傷がつかないようご��ください。 
2. ��品を持ち上げたり�動させる場�は、��を�き�こす��となる場�がありますので、重量物を
 �り�う�の�切な��や動作をして、�に負担がかからないよう⼗�ご��ください。 
3. ご⾃�で�理や��を��に⾏わないでください。付属�品を�した状�でのご使⽤も、重⼤な事故の 
 発⽣に�がる�れがあります。
4. ��品�立て中、⼿や指を挟むことのないよう��しながら、�立て作業を⾏うようにしてください。
 ⼤�の�であっても、�立て作業は可�であればお⼆�で⾏っていただくことをおすすめします。

1. �動中は�体のサイズに�った�動�を�⽤してください。
2. ��品を使⽤する�には、必ずストレッチ�動を⾏いウォームアップしてください。
3. ご使⽤前には�回、各�品がしっかり固�されているか必ずご��ください。�に⼟�に付属している
 ⼟�カバーが�れている場�、ガタつきの��となります。
4. 使⽤時に異常がみられた場�は�動を中⽌してください。
5. ��品は前�左右からの⼒に�しては不��です。�っ�ったり押したりすると��する可�性があり
 ますのでご��ください。また、�体を�く�さぶったり捻りを�える動きはお�えください。
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使⽤時サイズ（幅×�⾏×�さ） �98×80×�⼤207cm

��時サイズ（幅×�⾏×�さ） �98×80×130cm

�体の�さ 12����可�

�品重量 �13kg

耐荷重  �⼤150kg

材� スチール、EVA、ポリエチレン、PP、PVC

�品の仕�について

2

�立て前の��事項
・�てのSTEPにおいて、まず�留めを⾏い、�立て�了�に�ての��めを⾏ってください。
 1箇�ずつ��めを⾏いながら�立てを�めると、�の⼯�で�が�わず�立てができなくなったり、グ
 ラつきや歪みの��となる場�があります。��めの�は、��にボルトが�まっているかご��くだ
 さい。�みがある場�、軋み�や重⼤な事故の��となる可�性があります。

・�立て時、��の間などに⼿や指を挟まないようご��ください。

・���品はすべて�り付けて�立ててください。�品を�り付けない状�で使⽤すると、�品�体のバ
 ランスが崩れ、��や怪我を�き�こす��となります。

・⼀��品において��しにくい場�がありますが、�立て�の��性とグラつきを�ぐための��によ
 る仕�です。�立てが�しいと�じられた場�は、�にお⼿�ですが、STEADYカスタマーサポートへ
 ご��ください。スムーズな�立て��をご�内させていただきます。

※��時サイズとは、��（上）と��（下）を固�ノブで固�せず、��まで挿し�んだ状�です。こ
 の状�ではトレーニングにご使⽤いただくことはできません。プラスチックの�品が押しつぶれ、破損
 などの��となります。

�立て動�
YouTubeに�立て動�をご⽤�しています。
QRコードを�み�んでご�ください。

�立て動�



1.⼟� ×2 2.��(下) ×2 3.��(下) ⽤ボルト、��(下) 
 ⽤ワッシャー、��(下) ⽤
 ナット×各12

4.�フレーム(下) 5.�フレーム(上) 6.�フレーム(上)⽤ボルト×2、
 �フレーム(上)⽤ワッシャ
 ー×4、�フレーム(上)⽤ナ
 ット×2

7.��(上) ×2 8.ぶら下がりバー 9.ぶら下がりバー⽤ボルト
 ×2、ぶら下がりバー⽤ワッ
 シャー×4、ぶら下がりバー
 ⽤ナット×2

10.固�ノブ⽤ボルト×4、
  固�ノブ⽤ワッシャー×8

11.固�ノブ ×4 12.レンチ（5mm）

13.レンチ（6mm） 14.スパナ（13mm,17mm）

���品⼀��
1. ��をあけましたら�立てを⾏う前に、各�品が�っているかご��ください。
2. 不⾜している�品がある場�は、お⼿�ですがSTEADYカスタマーサポートまでご��ください。
    その�、下��品��をお知らせください（��先�P10）。
3. 不⾜している�品がある場�は、�品�てが�うまで、ご使⽤をお�えください。
4. 仕�および��は、�良のため予告なく�更することがあります。あらかじめご了�ください。
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STEP

01 ⼟�に�� ( 下 ) を�り付けます

⚠��

�立て⼿順

STEP1で使⽤する�品リスト

1.⼟� 14.スパナ2.�� (下 )  3 .�� (下 )  ⽤ボルト
 �� (下 )  ⽤ワッシャー
 �� (下 )  ⽤ナット

1

    ⼟�の��に付属している⼟�キャップが��に��されているか��してください。
⼟�キャップが�れたり�んだりしている場�、ガタつきの��になる可�性があります。

2

      ⼟�、      ��(下) にはそれぞれ4箇�に�り付け�があります。     ⼟�と     ��(下) の�
り付け�を�わせます。

3

      ⼟�の下から      ��(下) ⽤ボルトを挿し�みます。
      ��(下) の上から     ��(下) ⽤ワッシャー、   ��(下) ⽤ナットの順に�り付け、    スパ
ナ（17mm）を使⽤し�留めします。

4

⼟�キャップ

�� (下 )  ⽤ボルト

�� (下 )  ⽤ワッシャー
�� (下 )  ⽤ナット

�� (下 )

⼟�



STEP

02 �フレーム(下) を�り付けます

⚠��

5

1

2

STEP2で使⽤する�品リスト

4.�フレーム (下 ) 14.スパナ3.�� (下 )  ⽤ボルト
 �� (下 )  ⽤ワッシャー
 �� (下 )  ⽤ナット

     �フレーム (下 )  には�4箇�に�り付け�があります。   �フレーム (下 )  とSTEP1

の�り付け�を�わせます。

�り付け�の内側から      �� (下 )  ⽤ボルトを挿し�みます。�側から �� (下 )  ⽤
ワッシャー、   �� (下 )  ⽤ナットの順に�り付け、    スパナ（17mm）を使⽤し�
留めします。

�� (下 )  ⽤ボルト
�� (下 )  ⽤ワッシャー

�� (下 )  ⽤ナット

�フレーム (下 )  



STEP

03 �フレーム(上)を�り付けます

1

STEP2の挿し�み⼝に   �フレーム (上 )を挿し�みます。

2

上から     �フレーム (上 )  ⽤ワッシャー、    �フレーム (上 )  ⽤ボルトの順に�り付け
ます。下から     �フレーム (上 )  ⽤ワッシャー、    �フレーム (上 )  ⽤ナットの順に�
り付けます。   �フレーム (上 )  ⽤ボルトは     レンチ（5mm）を、    �フレーム (上 )

⽤ナットは     スパナ（13mm）を使⽤し�留めします。

⚠��

6

⚠��

  �フレーム(上)が挿し�みにくい場�、各STEPで�品がすべて�留めの状�になってい
るかご��ください。

STEP3で使⽤する�品リスト

14.スパナ5.�フレーム (上 ) 6 .�フレーム (上 )⽤ボルト、
   �フレーム (上 )⽤ワッシャー、
   �フレーム (上 )⽤ナット

12.レンチ

�フレーム (上 )

�フレーム (上 )  ⽤ワッシャー

�フレーム (上 )  ⽤ワッシャー

�フレーム (上 )  ⽤ボルト

�フレーム (上 )  ⽤ボルト



STEP

04 ぶら下がりバーを�り付けます

1

STEP3に     �� (上 )を挿し�み、�も�い�さまで下ろします。

2

     �� (上 )の�り付け�に   ぶら下がりバーの�り付け�を�わせます。上側から
    ぶら下がりバー⽤ワッシャー、    ぶら下がりバー⽤ナットの順に�り付け、下側
から      ぶら下がりバー⽤ワッシャー、    ぶら下がりバー⽤ボルトの順に挿し�みま
す。

3

    ぶら下がりバー⽤ボルトは  レンチ（6mm）を、    ぶら下がりバー⽤ナットは   スパ
ナ（13mm）を使⽤し�留めします。

�� (上 )

ぶら下がりバー⽤ワッシャー

ぶら下がりバー⽤ワッシャー

ぶら下がりバー⽤ボルト

ぶら下がりバー

ぶら下がりバー⽤ナット

9.ぶら下がりバー⽤ボルト、
   ぶら下がりバー⽤ワッシャー、
   ぶら下がりバー⽤ナット

STEP4で使⽤する�品リスト

7.�� (上 )  13.レンチ 14.スパナ8.ぶら下がりバー

7

  ぶら下がりバー⽤ナットは樹脂ナットです。
 樹脂��を�側にして挿し�み、樹脂が貫�
 するまで固�してください。



STEP

05 �� ( 下 ) と�� ( 上) を固�します

10.固�ノブ⽤ボルト、
     固�ノブ⽤ワッシャー

3

各STEPで�留めをしたすべての�品を��めします。

8

1
ぶら下がり���の�さを��します。

2

内側から    固�ノブ⽤ワッシャー、    固�ノブ⽤ボルトの順に�り付け、�側から      
   固�ノブ⽤ワッシャー、    固�ノブの順に�り付けます。   固�ノブ⽤ボルトは    

    レンチ（6mm）を使⽤し、しっかり�めて固�します。

STEP5で使⽤する�品リスト

11.固�ノブ 13.レンチ（6mm）

固�ノブ⽤ワッシャー

固�ノブ

固�ノブ⽤ワッシャー

固�ノブ⽤ボルト



�品同⼠が��できない

ボルトやナットなどの�品は、まず�留めを⾏い、�立て�了�に
�ての��めを⾏ってください（���P2）。
�立て�の��性とグラつきを�ぐための��により、⼀�の�品
において��しにくい場�があります。�立てが�しいと�じられ
た場�は、STEADYカスタマーサポートへご��ください。スムー
ズな�立て��をご�内させていただきます。

�供が使⽤したい

�品の仕�を理�した上で��にご使⽤いただけない場�、事故や
怪我を�き�こす可�性があるため、16歳未�の�は��品の使⽤
をお�えください。
�品は前�左右からの⼒に�しては不��です。�っ�ったり押し
たり、体を�く�さぶったり捻りを�える動きによって、��する
可�性があります。

��時サイズで使⽤したい
��（上）と��（下）を固�ノブで固�せず、��まで挿し�ん
だ��⽤の仕�の状�ではご使⽤いただけません。プラスチックの
�品が押しつぶれ、破損などの��となります（���P2）。

�フレーム（上）、�フレーム
（下）が不�なので�したい

�品を�り付けない状�ではご使⽤いただけません。�品�体のバ
ランスが崩れ、��や怪我を�き�こす��となります。���品
はすべて�り付けて�立ててください。

グラつき、軋み�がする

�動を使って�品を使⽤する場�、グラつきや軋み�が発⽣する場
�があります。�動を使⽤せず体�を�識して動作を⾏うことで、
グラつきや軋み�を�えることができます。

⼟�の��に付属している⼟�キャップがしっかりと��している
か��してください（���P4）。

各�品を固�しているボルトやナットを�め�してください（�
��P4-8）。

開封��から�品に
傷がついている

使⽤上問題がない�度の傷や��剥がれが⾒られることがありま
す。不良品ではございませんので、�品・��の���となりま
す。あらかじめご了�ください。

電�で問い�わせしたい 050-5369-0949までおかけください。受付時間は平⽇9:00-17:00とな
ります（���P10）。

お⼿�れの��
�く��品を愛⽤いただくためにも、⽇々のお⼿�れを�がけてください。
�れやほこりは、�いた柔らかい布などで拭き�ってください。�れが落ちない場�は、中性洗�を�め
て拭き�ります。

不��と�じたら
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カスタマーサポートへ��したい場�

”購��ご相�“ をタップし、
お問い�わせ内�を�⼒してください。

お問い�わせフォームのメール��

LINEでのお問い�わせ

お�前、メールアドレス等をご�⼒のうえ、
��ボタンをクリックしてください。

【STEADY カスタマーサポート��先＆�業時間】
050-5369-0949
support@steadyjapan.zendesk.com
受付時間�⽉〜金 9:00〜17:00（�⽇・お盆・年末年�を�く）

ご不�点やご�問がございましたら、いつでもSTEADYカスタマーサポートまでご��ください。
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アフターサービスについて

・ご購�⽇より365⽇間となります。�式LINEからご����
      のご��でよりスピーディーなサポートが可�です。
・保�期間内に����書に従ってご使⽤になっていた場�、
      保��⽤�の事項に�当しない場�は�償��が可�です。
・保�期間が�ぎた場�は、仕�れが可�な�品に�り有償
      にて�品��させていただきます。

保�期間

保��⽤�の事項

・����書に��されている正しい�立て��、使⽤��、保���、�り�い����のご使⽤によ
     り不��や事故が発⽣した場�
・仕�の範囲内と��された場�（�動�、����で⽣じる気�、�れ、�かな�れ、��中の⼩傷や
      �れなど）
・��中に�箱や��材が破損した場�でも、�品に不��が⽣じていない場�
・中古品のご購�や�式サイト/�式�売モール��でご購�した場�（有償での��は可�）
・ご⾃�での�理や��などが⾒受けられる場�
・地�、�災、�⾵、落雷などの�災や、薬品、酒、�、⽯、��など、�から受ける��による不��や
      事故が発⽣した場�
・未開封、未使⽤に�わらず保�期間を�ぎた場�

・不��が疑われる場�や、��をご希�の場�はSTEADYカスタマーサポートまでお問い�わせくださ
 い（���P10）。
・お問い�わせの�には、不��が疑われる箇�の��もしくは動�を�付してください。

S T E A D Yカスタマーサポートへのお問い�わせ��

・�品の不��によりお��に⽣じた��損失や金�的損�については、弊�では責任を負いかねます。
・保�期間内の�品で不��と��した場�は、基�的に�品��の��を�らせていただきます。��
 サービスや業者⼿配による��、�立て、�体、��、�理等は�則��しておりません。

��事項
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